
俳
諧
師
西
鶴
の
軌
跡

│
│
そ
の
蠢
動
期
の
再
検
証
を
中
心
と
し
て
│
│

森

田

雅

也

一
、
は
じ
め
に

井
原
西
鶴
（
一
六
四
二
│
九
三
）
の
文
人
と
し
て
の
来
歴
は
夏
目
漱
石
の
そ
れ
に
似
て
い
る
。

漱
石
は
一
九
〇
五
年
に
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に
よ
っ
て
小
説
家
と
し
て
登
場
す
る
。
続
い
て
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』『
草
枕
』
な
ど
を
発

表
し
て
、
教
壇
を
退
き
、
東
京
朝
日
新
聞
に
入
社
、
執
筆
に
専
念
。
そ
の
後
も
『
虞
美
人
草
』『
三
四
郎
』『
そ
れ
か
ら
』『
門
』『
彼
岸
過

迄
』『
行
人
』『
こ
ゝ
ろ
』『
道
草
』、
未
完
の
『
明
暗
』
ま
で
数
多
く
の
小
説
を
書
き
、
四
十
九
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

「
小
説
家
・
夏
目
漱
石
」
の
印
象
は
す
こ
ぶ
る
強
い
。
し
か
し
、
小
説
家
と
し
て
の
作
家
生
活
は
晩
年
の
十
年
ほ
ど
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ま

で
の
人
生
は
イ
ギ
リ
ス
へ
の
国
費
留
学
以
前
か
ら
英
文
学
研
究
に
打
ち
込
み
、
帰
国
後
は
第
一
高
等
学
校
教
授
、
文
科
大
学
の
講
師
と
し

て
英
文
学
を
講
じ
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
『
文
学
論
』『
文
学
評
論
』
に
み
る
よ
う
に
一
流
の
英
文
学
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、

正
岡
子
規
と
の
交
遊
か
ら
俳
句
、
漢
詩
も
作
り
、
深
い
人
間
・
文
化
認
識
に
基
づ
い
た
講
演
の
数
々
な
ど
が
あ
り
、「
小
説
家
」
と
し
て

の
側
面
か
ら
の
み
近
代
文
学
史
に
名
を
刻
む
の
は
半
面
像
に
思
え
る
。

五
十
二
歳
で
亡
く
な
っ
た
西
鶴
も
ま
た
、
早
く
か
ら
俳
諧
師
と
し
て
活
躍
し
な
が
ら
、
晩
年
約
十
年
の
文
事
を
も
っ
て
、
浮
世
草
子
作

四
七



家
と
し
て
日
本
文
学
史
に
名
を
残
し
て
い
る
感
が
あ
る
。（
傍
線
は
森
田
。
以
下
同
じ
。）

（『
好
色
一
代
男
』
が
好
評
を
博
し
、
そ
の
続
編
と
し
て
『
諸
艶
大
鑑
』
が
出
版
さ
れ
た
貞
享
元
年
（
一
六
八
二
）
頃
）
に
は
も
う
西

鶴
は
、
読
者
に
娯
楽
を
提
供
す
る
作
者
の
態
度
に
な
り
き
っ
て
い
る
。
住
吉
に
お
け
る
最
後
の
矢
数
俳
諧
の
興
行
は
、
あ
る
い
は
俳

諧
へ
の
袂
別
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
事
実
西
鶴
は
当
時
の
俳
壇
の
傾
向
に
慊
ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら
嘉
太
夫
節
の

浄
瑠
璃
に
慰
み
、
歌
舞
伎
子
に
熱
を
上
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
西
鶴
の
晩
年
は
、
教
条
的
苛
酷
な
儒
教
主
義
の
政
治
と
デ

フ
レ
と
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
深
刻
な
経
済
不
況
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
西
鶴
の
浮
世
草
子
は
そ
の
こ
と
を
よ
く
物
語
っ
て

い
る
。
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
四
十
八
歳
の
後
半
か
ら
同
四
年
ま
で
、
西
鶴
は
な
ぜ
か
浮
世
草
子
の
作
を
絶
っ
て
い
る
。
反
対

に
、
一
度
は
袂
別
し
た
は
ず
の
俳
壇
に
ぼ
つ
ぼ
つ
姿
を
見
せ
始
め
て
い
る
。

そ
の
間
の
事
情
も
ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
多
分
そ
れ
は
肥
満
型
体
質
で
あ
っ
た
西
鶴
の
身
体
的
故
障
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
晩
年
の
書
簡
に
「
今
程
目
を
い
た
み
筆
も
覚
へ
不
申
候
」
と
み
え
る
。
眼
の
故
障
の
た
め
に
小
説
の
執
筆
が
不
可
能
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
再
び
俳
壇
に
復
帰
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
俳
諧
の
作
品
は
、
も
は
や
往
年
の
面
影
は
な
く
、
沈
潜
し
た

人
生
観
照
の
句
が
多
く
な
っ
て
い
る
。（『
国
史
大
辞
典
』「
井
原
西
鶴

担
当
野
間
光
辰
」
よ
り
）

右
の
説
の
大
概
は
西
鶴
は
俳
諧
師
と
し
て
大
い
に
活
躍
し
た
が
、
途
中
か
ら
『
好
色
一
代
男
』
な
ど
の
刊
行
の
思
わ
ぬ
人
気
か
ら
俳
諧

を
や
め
て
浮
世
草
子
作
家
に
転
じ
た
。
晩
年
は
体
調
の
せ
い
か
ら
か
浮
世
草
子
作
家
を
や
め
、
俳
諧
世
界
に
戻
っ
た
も
の
の
往
年
の
力
は

な
か
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
説
が
人
口
に
膾
炙
し
た
も
の
か
、
一
概
に
言
え
な
い
も
の
の
、
項
目
担
当
の
野
間
光
辰
氏
の

『
西
鶴
年
譜
考
証
』
な
ど
の
精
緻
な
分
析
か
ら
は
定
説
と
し
て
甘
受
す
べ
き
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
再
考
の
余
地
は

な
い
か
。
以
下
、
再
検
証
を
試
み
た
い
。

俳
諧
師
西
鶴
の
軌
跡

四
八



二
、
俳
諧
師
西
鶴
年
譜

以
下
、
そ
の
基
本
資
料
と
し
て
、「
俳
諧
師
西
鶴
」
と
し
て
の
面
か
ら
そ
の
文
事
を
年
表
と
し
た
。「
俳
諧
師
」
と
あ
え
て
冠
し
た
の
は

単
な
る
俳
諧
愛
好
者
と
し
て
で
は
な
く
、
当
時
す
で
に
諸
師
諸
芸
ま
た
は
諸
職
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た
職
業
俳
人
と
も
い
う
べ
き
も
の
を

意
識
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
に
は
点
者
・
作
者
な
ど
の
区
分
と
明
確
化
す
る
こ
と
が
必
要
か
も
知
れ
な
い
が
、
厳
た
る
に
欠
け
な
が

ら
も
「
俳
諧
師
」
と
し
た
。
年
譜
の
作
成
方
法
と
し
て
は
『
図
録
西
鶴
』⑴
、『
西
鶴
年
譜
考
証
』⑵
、
江
本
裕
氏
の
御
業
績
⑶
よ
り
森
田
が

補
訂
し
た
。
ま
た
、
改
元
の
煩
瑣
か
ら
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
西
暦
を
立
て
た
。

一
六
四
二
（
寛
永
十
九
）
年

一
歳

大
坂
に
生
ま
れ
る
。

一
六
五
六
（
明
暦
二
）
年

十
五
歳

俳
諧
を
志
す
か
。（『
西
鶴
大
矢
数
』
巻
四
跋
）

一
六
六
二
（
寛
文
二
）
年

廿
一
歳

俳
諧
点
者
と
な
る
か
。（『
石
車
』
巻
四
）

一
六
六
六
（
寛
文
六
）
年

廿
五
歳

三
月

西
村
長
愛
子
編
『
遠
近
集
』
に
鶴
永
号
を
以
て
発
句
入
集
。

一
六
六
六
（
寛
文
七
）
年

廿
六
歳

夏

『
大
坂
独
吟
集
』
所
載
。
郭
公
独
吟
百
韻
成
る
。

一
六
七
一
（
寛
文
十
一
）
年

三
十
歳

三
月

高
瀧
以
仙
『
落
花
集
』
に
発
句
入
集
。

一
六
七
二
（
寛
文
十
二
）
年

三
一
歳

正
月

内
藤
風
虎
編
『
櫻
川
』
に
発
句
入
集

「
餅
花
や

柳
は
み
ど
り

は
な
の
春
」

一
六
七
三
（
寛
文
十
三
）
年

三
二
歳

九
月
「
延
宝
」
と
改
元
。

正
月

寛
文
十
三
年
歳
旦
控
に
鶴
永
号
に
て
歳
旦
発
句
あ
り
。

俳
諧
師
西
鶴
の
軌
跡

四
九



六
月

生
玉
神
社
南
坊
に
お
い
て
万
句
興
行
を
し
、『
生
玉
万
句
』
を
編
纂
上
梓
。

十
月
『
歌
仙
大
坂
俳
諧
師
』
を
編
纂
上
梓
、
発
句
並
び
に
自
画
像
。

冬

鶴
永
改
め
西
鶴
と
号
す
。
こ
の
頃
、
西
山
宗
因
の
弟
子
と
な
る
。

一
六
七
四
（
延
宝
二
）
年

三
三
歳

正
月

歳
旦
発
句
集
に
歳
旦
発
句
あ
り
。

一
六
七
五
（
延
宝
三
）
年

三
四
歳

四
月

岡
西
惟
中
著
『
俳
諧
蒙
求
』
に
付
合
入
集
。

四
月
『
大
坂
独
吟
集
』
刊
、
宗
因
評
点
の
郭
公
独
吟
百
韻
一
巻
入
集
。

四
月

三
日
、
西
鶴
妻
没
、
享
年
二
十
五
歳
。
菩
提
寺
誓
願
寺
に
葬
る
。

四
月

八
日
郭
公
独
吟
千
句
を
手
向
け
、『
俳
諧
独
吟
一
日
千
句
』
を
編
纂
、
上
梓
。

十
一
月

伊
勢
村
重
安
編
『
糸
屑
』
に
発
句
入
集
。

一
六
七
六
（
延
宝
四
）
年

三
五
歳

一
月
『
俳
諧
大
坂
歳
且
発
句
三
物
』
刊
⑷
。

十
月
『
俳
諧
師
手
鑑
』
を
編
纂
上
梓
。

是
年

片
岡
旨
恕
編
『
草
枕
』
刊
か
、
旨
恕
と
の
両
吟
歌
仙
一
巻
、
旨
恕
・
西
舟
・
西
夕
と

の
四
吟
歌
仙
一
巻
入
集
。

一
六
七
七
（
延
宝
五
）
年

三
六
歳

四
月

中
村
西
国
に
『
俳
諧
之
口
傳
』
を
授
け
る
。

五
月

生
玉
本
覚
寺
で
独
吟
千
六
百
句
独
吟
を
興
行
、『
西
鶴
大
句
数
』
と
題
し
て
上
梓
。

九
月

奈
良
中
院
町
極
楽
院
に
て
大
和
多
武
峯
西
院
の
僧
、
月
松
軒
紀
子
、
矢
数
俳
諧
を
興

行
し
、
千
八
百
句
独
吟
を
成
就
。

十
一
月

岡
西
惟
中
編
『
俳
諧
三
部
抄
』
に
発
句
並
び
に
付
句
入
集
。

冬

剃
髪
。

俳
諧
師
西
鶴
の
軌
跡

五
〇



一
六
七
八
（
延
宝
六
）
年

三
七
歳

三
月

前
川
由
平
・
中
村
西
国
と
三
吟
、「
胴
骨
三
百
韻
」
成
る
。

五
月

青
木
友
雪
編
『
櫻
千
句
』
刊
、
西
鶴
一
座
。

五
月

月
松
軒
紀
子
編
『
大
矢
数
千
八
百
韻
』
刊
、
菅
野
谷
高
政
判
。

八
月

片
岡
旨
恕
編
『
難
波
風
』
に
、
旨
恕
・
貞
因
・
昌
本
と
の
四
吟
。『
何
馬
百
韻
』
入

集
。

秋

筑
前
の
西
海
、
上
阪
し
て
京
阪
の
俳
士
と
参
会
し
、
俳
諧
を
興
行
。
西
鶴
こ
れ
を

『
大
硯
』
と
題
し
、
序
文
を
加
え
て
上
梓
。
西
海
と
の
両
吟
歌
仙
一
巻
入
集
。

秋

京
都
那
波
葎
宿
亭
に
お
い
て
田
代
松
意
と
参
会
し
、
三
吟
三
百
韻
を
興
行
。
翌
日
、

河
野
定
俊
に
誘
わ
れ
て
嵯
峨
野
を
遊
山
。
両
吟
歌
仙
一
巻
を
巻
く
。
こ
れ
ら
を
『
俳

諧
虎
渓
の
橋
』
と
題
し
上
梓
。

秋

高
石
石
齋
編
『
珍
重
集
』、「
烏
賊
の
甲
や
我
が
色
こ
ぼ
す
雪
の
鷺
」
の
独
吟
百
韻
を

所
収
。

十
一
月
『
物
種
集
』
を
編
纂
上
梓
。

是
年

早
川
西
随
編
『
五
徳
』
刊
、
西
鶴
一
座
五
吟
五
百
韻
入
集
。

是
年

『
三
鐵
論
』
に
独
吟
百
韻
一
巻
入
集
。

是
年

『
博
多
百
合
』
を
編
纂
上
梓
。
散
逸
。

一
六
七
九
（
延
宝
七
）
年

三
八
歳

正
月
「
吉
書
也
天
下
の
世
継
物
が
た
り
」
の
歳
旦
発
句
画
賛
あ
り
。

正
月

歳
旦
集
「
春
枕
」
あ
り
。

正
月

岡
西
惟
中
編
『
太
郎
五
百
韻
』
刊
、
西
鶴
一
座
の
百
韻
入
集
。

俳
諧
師
西
鶴
の
軌
跡

五
一



二
月

井
筒
公
木
編
「
四
吟
六
日
飛
脚
」
に
、
公
木
・
友
雪
・
遠
舟
・
西
察
と
の
四
吟
百
韻

一
巻
入
集
。

三
月

水
雲
子
編
『
難
波
雀
』
刊
、
俳
諧
点
者
の
条
に
西
鶴
の
所
附
あ
り
。

三
月

仙
台
梅
睡
庵
に
お
い
て
大
淀
三
千
風
矢
数
俳
諧
を
興
行
し
、
三
千
句
独
吟
を
成
就
、

後
、
こ
れ
を
西
鶴
に
託
し
、
同
八
月
『
仙
台
大
矢
数
』
と
題
し
て
刊
行
。

西
鶴
跋
文
を
加
え
、
歌
仙
一
巻
を
贈
る
。

三
月

摂
津
鴻
池
山
本
西
六
亭
に
お
い
て
、
西
六
・
西
花
・
西
吟
・
西
友
と
五
吟
百
韻
を
興

行
し
、『
西
鶴
五
百
韻
』
と
題
し
て
上
梓
。

三
月

尾
州
鳴
海
下
里
勘
兵
衛
宛
書
簡
あ
り
。

四
月

中
村
西
国
編
『
見
花
数
寄
』
刊
、
西
国
と
の
両
吟
歌
仙
一
巻
入
集
。

五
月

青
木
友
雪
編
『
両
吟
一
日
千
句
』
刊
、
友
雪
と
の
両
吟
千
句
及
び
西
鶴
跋
文
あ
り
。

七
月

三
田
浄
久
編
『
河
内
鑑
名
所
記
』
刊
、
発
句
入
集
。

八
月

桑
折
宗
臣
編
「
詞
林
金
玉
集
」
に
発
句
入
集
。

八
月

下
里
吉
親
（
知
足
）
編
「
稿
喚
続
集
」
成
り
、
西
鶴
評
点
知
足
・

言
・
如
風
等
の

八
吟
百
韻
一
巻
を
収
め
る
。

八
月

仙
台
木
村
一
水
催
し
に
て
、
生
重
・
辰
壽
・
一
水
・
頓
悦
・
定
方
・
重
行
・
友
雪
・

立
花
等
と
歌
仙
六
巻
を
興
行
、『
句
箱
』
と
題
し
て
上
梓
。

九
月

杉
村
西
治
編
『
二
葉
集
』
刊
、
西
鶴
付
句
入
集
。

十
月
『
飛
梅
千
句
』
刊
、
大
坂
天
満
社
頭
に
て
の
一
日
千
句
を
所
収
。

俳
諧
師
西
鶴
の
軌
跡

五
二



十
一
月

岡
西
惟
中
編
『
近
来
俳
諧
風
体
抄
』
に
発
句
並
に
付
句
入
集
。

十
一
月

富
永
辰
壽
編
「
道
頓
堀
花
み
ち
」
に
発
句
並
に
付
句
入
集
。

十
二
月

中
島
随
流
著
『
誹
諧
破
邪
顕
正
』
刊
、
西
鶴
を
「
阿
蘭
陀
西
鶴
」
と
罵
る
。

十
二
月

片
岡
旨
恕
編
『
わ
た
し
船
』
刊
、
西
鶴
一
座
・
梅
翁
・
旨
恕
等
百
韻
二
巻
入
集
。

冬

松
江
維
舟
著
『
誹
諧
熊
坂
』
刊
、
西
鶴
を
「
ば
さ
れ
句
の
大
将
」
と
罵
る
。

是
年

『
杉
や
き
』
を
撰
述
上
梓
。
散
逸
。

一
六
八
〇
（
延
宝
八
）
年

三
九
歳

四
月

和
気
遠
舟
編
『
太
夫
櫻
』
を
刊
、
発
句
並
に
付
句
入
集
。

五
月

神
戸
友
琴
編
「
白
根
草
」
に
発
句
入
集
。

五
月

生
玉
神
社
南
坊
で
再
度
の
矢
数
俳
諧
を
興
行
、
一
昼
夜
四
千
句
独
吟
を
成
就
。

六
月

尾
州
鳴
海
下
里
勘
兵
衛
宛
大
矢
数
成
就
の
書
簡
あ
り
。

八
月

木
原
宗
圓
編
「
阿
蘭
陀
丸
二
番
船
」
に
付
句
入
集
。

閏
八
月

播
磨
飾
磨
西
漁
子
著
『
俳
諧
太
平
記
』
に
お
い
て
、
岡
西
惟
中
を
貶
め
、
西
鶴
を

「
楠
西
鶴
」
と
褒
美
す
る
。

九
月

中
村
西
国
編
「
雲
く
ら
ひ
」
に
付
句
入
集
。

冬

澤
井
梅
朝
編
「
江
戸
大
坂
通
し
馬
」
所
収
梅
朝
両
吟
歌
仙
一
巻
興
行
。

一
六
八
一
（
延
宝
九
）
年

四
十
歳

九
月
「
天
和
」
と
改
元
。

三
月

齋
藤
賀
子
編
『
山
海
集
』
刊
、
西
鶴
版
下
挿
絵
、
発
句
入
集
。

春

熱
田
に
兼
頼
を
訪
ね
、『
熱
田
宮
雀
』
開
板
成
就
を
祝
い
、
両
吟
歌
仙
を
興
行
。

四
月

『
西
鶴
大
矢
数
』
刊
。

俳
諧
師
西
鶴
の
軌
跡

五
三



五
月

太
田
友
悦
編
「
そ
れ
ぞ
れ
草
」
に
発
句
並
に
付
句
入
集
。

秋

齋
藤
賀
子
編
「
み
つ
が
し
ら
」
に
賀
子
と
の
両
吟
百
韻
一
巻
入
集
。

延
宝
年
間
の
そ
の
他
西
鶴
の
俳
業

両
吟
版
下
『
点
滴
集
』
に
発
句
入
集
。

編
者
未
詳
『
昼
網
』
に
発
句
並
に
付
句
入
集
。

編
者
未
詳
『
堺
絹
』
に
発
句
入
集
。

一
六
八
二
（
天
和
二
）
年

四
一
歳

正
月

大
幡
蛇
鱗
編
歳
旦
集
「
犬
の
尾
」
に
発
句
入
集
。

正
月

土
橋
春
林
編
『
百
人
一
句
難
波
色
紙
』
刊
、
西
鶴
自
画
自
筆
版
下
。
西
鶴
自
画
像
並

に
賛
句
あ
り
。

正
月

西
村
未
達
編
『
關
相
撲
』
刊
、
西
鶴
点
評
歌
仙
一
巻
を
収
め
る
。

三
月

西
山
宗
因
没
、
七
十
八
歳
。

四
月

紙
谷
如
扶
編
『
三
ヶ
津
』
刊
、
発
句
入
集
。

四
月

梅
林
軒
風
黒
編
『
高
名
集
』
に
西
鶴
版
下
挿
絵
。
発
句
入
集
。

五
月

中
堀
幾
音
編
『
家
土
産
』
に
発
句
入
集
。

十
月

『
好
色
一
代
男
』
刊
。

一
六
八
二
（
天
和
三
）
年

四
二
歳

三
月

西
山
宗
因
一
周
忌
追
善
集
『
精
進
膾
』
刊
。

八
月
「
夢
想
之
俳
諧
」
表
九
句
独
吟
執
筆
。

一
六
八
四
（
貞
享
元
）
年

四
三
歳

二
月
「
貞
享
」
と
改
元
。

江
戸
版
『
好
色
一
代
男
』『
諸
艶
大
鑑
（
好
色
二
代
男
）』
刊
。

俳
諧
師
西
鶴
の
軌
跡

五
四



六
月

住
吉
神
社
で
矢
数
俳
諧
、
一
昼
夜
二
万
三
千
五
百
句
独
吟
興
行
。

八
月

中
村
西
国
編
「
引
導
集
」
に
付
句
入
集
。

十
月
『
俳
諧
女
歌
仙
』
を
編
纂
上
梓
。

一
六
八
五
（
貞
享
二
）
年

四
四
歳
『
暦
』『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』『
椀
久
一
世
の
物
語
』『
凱
陣
八
嶋
』
刊
。

正
月

鈴
木
清
風
編
『
稲
筵
』
に
発
句
入
集
。

一
六
八
六
（
貞
享
三
）
年

四
五
歳
『
好
色
五
人
女
』『
好
色
一
代
女
』
刊
。

三
月

水
田
西
吟
編
「
庵
櫻
」
に
発
句
入
集
。

一
六
八
七
（
貞
享
四
）
年

四
六
歳
『
本
朝
二
十
不
孝
』『
男
色
大
鑑
』『
懐
硯
』『
武
道
伝
来
記
』
刊
。

一
六
八
八
（
貞
享
五
）
年

四
七
歳

九
月
「
元
禄
」
と
改
元
。

『
日
本
永
代
蔵
』『
武
家
義
理
物
語
』『
嵐
無
常
物
語
』『
色
里
三
所
世
帯
』『
新
可
笑

記
』『
好
色
盛
衰
記
』
刊
。

一
六
八
九
（
元
禄
二
）
年

四
八
歳
『
一
目
玉
鉾
』『
本
朝
桜
陰
比
事
』
刊
。

十
一
月
「
俳
諧
の
な
ら
ひ
事
」
を
筆
作
。

一
六
九
〇
（
元
禄
三
）
年

四
九
歳

五
月

上
島
鬼
貫
編
「
大
悟
物
狂
」
に
西
鶴
一
座
の
百
韻
入
集
。

八
月

月
津
燈
外
編
「
生
駒
堂
」
に
、
燈
外
・
来
山
・
由
平
・
萬
海
・
鬼
貫
等
と
の
六
吟
半

歌
仙
一
順
並
に
発
句
入
集
。

九
月

加
賀
田
可
休
著
『
物
見
車
』
に
西
鶴
点
を
難
ず
る
。

十
月

北
条
團
水
編
「
秋
津
島
」
に
発
句
入
集
。

十
月

北
条
團
水
著
『
特
牛
』
で
加
賀
田
可
休
に
駁
す
。

俳
諧
師
西
鶴
の
軌
跡

五
五



一
六
九
一
（
元
禄
四
）
年

五
十
歳
『
椀
久
二
世
も
の
が
た
り
』
刊
。

正
月

北
条
團
水
歳
旦
集
に
西
鶴
歳
暮
吟
あ
り
。

正
月

嶋
順
水
編
「
渡
し
船
」
に
発
句
並
に
西
鶴
・
才
麿
等
一
座
の
七
吟
四
十
四
一
巻
入

集
。

正
月

高
木
自
問
編
「
難
波
曲
」
に
発
句
入
集
。

正
月

北
条
團
水
編
『
團
袋
』
刊
、
西
鶴
序
等
あ
り
。

五
月

流
木
堂
江
水
編
「
元
禄
百
人
一
句
」
に
発
句
入
集
。

五
月

萩
野
律
友
編
「
四
国
猿
」
に
律
友
と
の
半
歌
仙
並
に
萬
海
・
律
友
と
の
三
吟
第
三
ま

で
入
集
。

六
月

室
賀
轍
士
編
「
我
が
庵
」
に
発
句
並
に
轍
士
・
萬
海
等
と
の
四
十
四
巻
入
集
。

八
月

難
波
松
魂
軒
の
匿
名
で
『
石
車
』
を
刊
、
加
賀
田
可
休
著
『
物
見
車
』
を
駁
す
。

八
月

齋
藤
賀
子
編
「
蓮
實
」
に
発
句
、
並
に
賀
子
と
の
両
吟
、
賀
子
等
四
吟
、
歌
仙
二
巻

入
集
。

十
一
月

麻
野
幸
賢
編
「
河
内
羽
二
重
」
に
幸
賢
・
来
山
と
の
三
吟
歌
仙
一
巻
並
に
発
句
入

集
。

十
二
月

歌
水
艶
山
両
吟
歌
仙
巻
に
評
点
。

一
六
九
二
（
元
禄
五
）
年

五
十
一
歳

『
世
間
胸
算
用
』
刊
行
。

一
六
九
三
（
元
禄
六
）
年

五
十
二
歳

大
坂
鑓
屋
町
の
草
庵
で
没
す
る
。
享
年
五
十
二
歳
。

冬

『
西
鶴
置
土
産
』
刊
。

俳
諧
師
西
鶴
の
軌
跡

五
六



三
、
難
波
の
俳
諧
師
西
鶴
の
軌
跡

西
鶴
の
私
生
活
が
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
衆
知
の
こ
と
で
あ
る
。
ど
こ
で
生
ま
れ
、
ど
の
よ
う
な
身
分
の
家
に
生
ま
れ
、
父

が
誰
で
、
母
が
誰
で
、
本
来
の
家
業
は
何
で
、
西
鶴
自
身
が
ど
の
よ
う
な
生
業
で
生
活
し
、
そ
の
拠
点
た
る
場
所
が
ど
こ
で
あ
っ
た
か
、

本
名
が
何
で
あ
っ
た
か
、
ま
っ
た
く
何
も
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
右
の
よ
う
に
西
鶴
の
文
事
を
俳
諧
を
中
心
に
整
理
し
た
が
、
生
年
は
辞
世
の
句
と
さ
れ
る
「
浮
世
の
月
見
過
ご
し
に
け

り
末
二
年
」
か
ら
遡
っ
て
の
類
推
で
し
か
な
い
。
本
姓
も
井
原
氏
と
も
平
山
氏
、
名
も
藤
五
と
も
伝
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
「
西
鶴
」
と

す
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
た
だ
、
出
自
が
定
か
な
ら
ざ
る
の
に
「
難
波
」
と
す
る
の
は
、
大
坂
を
中
心
と
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
っ

て
、
そ
の
俳
業
と
晩
年
の
浮
世
草
子
作
家
と
し
て
の
出
版
に
い
た
る
ま
で
が
大
坂
に
基
盤
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
浮
世
草
子
作
品

の
文
芸
と
し
て
の
展
開
は
別
項
⑸
と
し
て
、
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
。

右
の
年
譜
に
あ
る
よ
う
に
、
十
五
歳
の
頃
か
ら
俳
諧
を
学
び
、
後
に
西
山
宗
因
に
師
事
し
、
大
坂
談
林
俳
諧
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍

し
た
。
俳
諧
師
と
し
て
独
立
し
た
の
は
寛
文
二
年
、
二
十
一
歳
の
こ
と
で
あ
る
。
西
山
宗
因
門
下
の
談
林
俳
諧
の
俊
秀
と
し
て
の
西
鶴
の

特
徴
は
、
そ
の
後
、「
阿
蘭
陀
流
」
と
称
さ
れ
た
自
由
奔
放
な
俳
諧
的
世
界
を
拡
大
化
し
て
、
延
宝
年
間
（
一
六
七
三
〜
八
一
）、
矢
数
俳

諧
（
弓
術
の
大
矢
数
を
ま
ね
て
、
一
日
の
間
に
つ
く
っ
た
句
数
の
多
さ
を
競
う
俳
諧
興
行
）
を
創
始
し
て
世
間
の
注
目
を
集
め
る
。
延
宝

五
年
五
月
に
一
六
〇
〇
句
を
独
吟
し
、
つ
い
で
延
宝
八
年
五
月
に
は
四
〇
〇
〇
句
を
独
吟
、
翌
年
『
西
鶴
大
矢
数
』
と
題
し
て
刊
行
し

た
。
そ
の
序
に
「
自
由
に
も
と
づ
く
誹
諧
の
姿
を
我
仕
は
じ
め
し
已
来
也
（
こ
の
か
た
な
り
）」
と
宣
言
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
三
十
四

歳
の
と
き
妻
を
失
い
、
三
人
の
幼
児
を
抱
え
る
家
庭
的
な
不
幸
を
経
験
し
た
と
さ
れ
る
が
。
速
吟
と
浮
世
の
日
常
を
題
材
と
し
た
風
俗
詩

を
武
器
と
す
る
西
鶴
の
激
し
い
自
己
主
張
は
、
旧
来
の
俳
諧
に
限
界
を
見
て
い
た
新
し
い
集
団
が
掲
げ
る
統
率
者
と
し
て
の
地
位
を
固
め

俳
諧
師
西
鶴
の
軌
跡

五
七



て
い
く
。

西
鶴
は
延
宝
八
年
六
月
二
〇
日
付
鳴
海
下
里
勘
州
宛
書
状
を
発
し
て
矢
数
俳
諧
の
成
功
と
師
・
西
山
宗
因
か
ら
褒
美
を
あ
ず
か
っ
た
こ

（
マ
マ
）

と
を
報
告
し
て
い
る
。
書
中
の
「
今
度
西
山
宗
因
先
師
よ
り
、
日
本
第
一
前
代
之
俳
諧
の
性
と
世
上
に
申
わ
た
し
候
、
さ
て
さ
て
め
い
ぼ

く
此
度
也
」
は
西
鶴
が
難
波
だ
け
で
な
く
、
全
国
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
日
本
一
の
俳
諧
師
と
な
っ
た
こ
と
を
、
当
代
随
一
の
大
宗
に
公
認

さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

俳
諧
師
西
鶴
の
名
声
は
、
こ
の
延
宝
年
間
に
お
け
る
膨
大
な
俳
業
と
た
び
た
び
の
俳
諧
大
矢
数
興
行
の
成
功
で
一
気
に
高
ま
り
、「
難

波
」「
大
坂
」
の
「
西
鶴
」
と
い
う
俳
諧
師
は
地
方
俳
壇
の
人
々
に
知
れ
渡
っ
た
。
結
果
、
俳
人
と
し
て
の
交
流
も
全
国
区
に
拡
が
り
、

大
坂
を
起
点
に
江
戸
・
京
都
な
ど
の
都
市
俳
壇
、
地
方
俳
壇
と
の
絆
は
西
鶴
に
よ
っ
て
大
成
し
、
そ
の
事
象
は
談
林
派
そ
の
も
の
の
全
国

制
覇
に
繋
が
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

一
見
、
西
鶴
の
延
宝
年
間
は
、
私
事
の
妻
と
の
死
別
以
外
は
、
順
風
満
帆
の
俳
業
の
よ
う
で
あ
る
が
、
西
鶴
を
巻
き
込
ん
だ
談
林
俳
壇

を
揺
る
が
す
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。

西
鶴
と
と
も
に
大
坂
談
林
俳
壇
に
名
を
馳
せ
て
い
た
の
が
岡
西
惟
中
（
一
六
三
九
│
一
七
一
一
）
で
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
前
期
の
浪
人
学
者
、
俳
人
。
は
じ
め
松
永
氏
。
通
称
平
吉
、
名
は
勝
。
号
惟
中
・
一
時
軒
・
北
水
浪
士
ほ
か
。
寛
永
十
六

年
（
一
六
三
九
）
因
州
鹿
野
の
産
。
父
は
没
落
武
士
。
惟
中
は
は
じ
め
土
地
の
先
学
に
和
歌
・
歌
学
を
学
び
、
青
年
以
後
岡
山
に
住

み
京
都
の
烏
丸
資
慶
に
歌
学
を
、
青
蓮
院
宮
尊
証
入
道
親
王
に
書
道
・
歌
学
の
免
許
を
受
け
た
。
学
を
も
っ
て
岡
山
藩
に
仕
官
を
志

し
た
が
失
敗
し
た
ら
し
い
。
そ
の
間
俳
諧
に
も
興
味
を
抱
き
寛
文
九
（
一
六
六
九
）、
十
年
ご
ろ
西
山
宗
因
に
入
門
、
談
林
俳
諧
全

盛
期
の
波
に
乗
っ
て
俳
諧
寓
言
論
を
鼓
吹
し
つ
つ
俳
論
・
評
論
活
動
を
展
開
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
に
は
つ
い
に
宗
因
跡
目
を

ね
ら
っ
て
大
坂
に
進
出
、
談
林
随
一
の
論
客
と
し
て
筆
陣
を
張
り
、
実
作
の
井
原
西
鶴
と
双
璧
を
な
す
。
し
か
し
延
宝
末
の
談
林
衰

退
と
同
時
に
俳
壇
を
去
り
、
本
来
の
歌
学
・
儒
学
に
も
ど
っ
た
が
外
題
学
者
と
の
評
も
あ
り
、
学
問
的
に
は
二
流
に
終
っ
た
。
俳
論

俳
諧
師
西
鶴
の
軌
跡

五
八



『
俳
諧
蒙
求
』『
近
来
俳
諧
風
体
抄
』、
古
典
注
釈
『
枕
草
子
旁
註
』『（
諸
鈔
正
誤
）
徒
然
草
直
解
』
そ
の
他
の
著
あ
り
。（『
国
史
大

辞
典
』「
岡
西
惟
中
」
項
目
担
当
・
今
榮
蔵
）

右
は
果
た
し
て
、
岡
西
惟
中
の
胡
乱
な
文
事
を
見
事
に
ま
と
め
ら
れ
た
項
目
で
あ
る
。
い
つ
の
間
に
か
、「
寓
言
論
」
な
る
も
の
を
持

っ
て
談
林
俳
壇
の
理
論
派
を
標
榜
し
、
大
坂
に
寓
居
を
求
め
、
延
宝
年
間
に
は
俳
諧
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
始
め
た
。

延
宝
八
年
正
月
、
歳
旦
三
物
に
「
摂
州
大
坂
」「
西
山
梅
翁
跡
目
」「
一
時
軒
惟
中
」
と
し
て
京
都
か
ら
井
筒
屋
庄
兵
衛
方
よ
り
版
行
す

る
と
い
う
蛮
行
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
西
鶴
ら
談
林
派
の
諸
氏
を
差
し
置
い
た
僭
越
な
談
林
俳
壇
二
代
目
宣
言
で
あ
る
。

先
に
延
宝
七
年
十
二
月
に
、
貞
門
派
の
中
島
随
流
著
『
誹
諧
破
邪
顕
正
』
が
談
林
派
を
烈
し
く
難
じ
て
、
西
山
宗
因
を
「
紅
毛
流
の
張

本
」
と
罵
り
、
大
坂
の
代
表
と
し
て
西
鶴
を
「
阿
蘭
陀
西
鶴
」、
京
都
の
代
表
と
し
て
菅
野
谷
高
政
を
「
惣
本
寺
半
伝
連
社
高
政
」
と
し

て
攻
撃
し
て
い
る
が
、「
大
坂
の
岡
西
惟
中
」
の
名
は
あ
が
ら
な
か
っ
た
。
惟
中
と
し
て
は
沽
券
に
関
わ
る
屈
辱
で
、
翌
年
の
歳
旦
三
物

の
「
西
山
梅
翁
跡
目
」
と
い
う
自
称
に
発
展
し
て
し
ま
っ
た
と
言
え
る
。

し
か
し
、
惟
中
の
蛮
行
は
続
い
た
。
延
宝
八
年
二
月
に
『
誹
諧
破
邪
顕
正
返
答
』
を
刊
行
し
、
宗
因
及
び
宗
因
俳
諧
に
対
す
る
随
流
の

論
難
を
排
撃
し
、
反
対
に
同
門
の
高
政
延
い
て
は
西
鶴
を
も
「
文
盲
不
智
の
輩
」・「
師
伝
を
背
」
く
「
不
才
放
埒
」
者
と
暗
に
貶
め
、
己

れ
を
以
て
「
梅
翁
師
の
正
統
」
を
継
ぐ
者
な
る
こ
と
を
言
外
に
匂
わ
せ
て
い
る
⑹
。
こ
れ
は
惟
中
が
「
梅
翁
師
の
正
統
」
と
宣
言
し
た
の

と
同
じ
由
々
し
き
事
態
で
あ
る
。
が
、
直
な
る
西
鶴
の
反
論
も
宗
因
の
反
響
も
未
見
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
西
鶴
は
す
ぐ
に
惟
中
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
談
林
俳
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
も
言
う
べ
き
行
動
を
と
る
。
そ
れ
が

延
宝
八
年
五
月
に
催
さ
れ
た
生
玉
神
社
で
催
さ
れ
た
矢
数
俳
諧
興
行
で
あ
る
。
こ
の
矢
数
俳
諧
は
延
宝
九
年
四
月
に
『
西
鶴
大
矢
数
』
と

し
て
刊
行
さ
れ
る
が
、
野
間
光
辰
氏
は
、
こ
の
一
連
の
行
為
に
つ
い
て
、

延
宝
九
年
四
月
刊
行
の
『
大
矢
数
』
巻
四
西
鶴
自
跋
に
、「
予
俳
諧
正
風
初
道
に
入
て
二
十
五
年
、
昼
夜
心
を
つ
く
し
、
過
つ
る
中

春
末
の
九
日
に
夢
を
覚
し
侍
る
。」
と
述
べ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
西
鶴
の
俳
諧
師
と
し
て
の
生
涯
に
お
い
て
、
特
筆
す
べ
き
事
件
で
あ

俳
諧
師
西
鶴
の
軌
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る
と
思
ふ
。
抑
も
「
夢
を
覚
し
」
た
と
い
ふ
こ
と
は
如
何
な
る
こ
と
を
い
ふ
の
で
あ
ら
う
か
。
即
ち
、「
今
世
界
の
俳
風
詞
を
替
品

を
付
、
様
々
流
儀
有
と
い
へ
ど
も
、
元
ひ
と
つ
に
し
て
更
に
替
る
事
な
し
。
惣
て
此
道
さ
か
ん
に
な
り
東
西
南
北
に
弘
る
事
、
自
由

に
も
と
づ
く
俳
諧
の
姿
を
我
仕
は
じ
め
し
已
来
也
。」
と
い
ふ
一
大
自
信
に
到
達
し
た
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
し
か
し
て
そ
の
大
自

信
に
基
い
て
再
度
世
に
問
う
た
の
が
、
是
歳
五
月
興
行
の
矢
数
俳
諧
、
四
千
句
独
吟
俳
諧
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。⑺

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
矢
数
俳
諧
興
行
の
成
果
は
、
先
述
し
た
下
里
勘
州
宛
書
状
に
あ
る
よ
う
に
面
目
躍
如
、
師
の
西
山
宗
因
か
ら
「
日

本
第
一
」
と
誉
れ
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
が
事
実
な
ら
西
山
宗
因
が
認
め
た
談
林
の
後
継
者
は
西
鶴
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
結
果
、
中
島
随
流
へ
の
論
駁
に
も
な
り
、
惟
中
の
跡
目
略
奪
へ
の
抑
止
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
生
玉
大
矢
数
」
で
は
な
く
、「
西
鶴
」
と
冠
し
た
こ
と
に
西
鶴
の
自
信
と
自
負
が
感
得
で
き
る
。

談
林
俳
壇
で
の
揺
る
ぎ
な
い
地
位
を
獲
得
し
た
西
鶴
で
あ
っ
た
が
、
延
宝
期
が
終
わ
る
と
、
そ
の
翌
年
の
天
和
二
年
三
月
、
師
・
西
山

宗
因
が
没
す
る
。
宗
因
は
こ
の
年
正
月
も
大
和
郡
山
で
歳
旦
の
連
歌
発
句
を
詠
ん
で
い
る
の
で
、
突
然
の
死
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、

七
十
八
歳
と
い
う
享
年
は
老
衰
と
言
っ
て
よ
く
、『
西
山
宗
因
全
集
』
に
、
そ
の
前
年
中
に
「
生
涯
の
連
歌
発
句
を
自
選
浄
書
し
て
『
宗

因
発
句
帳
』
成
る
か
」
と
あ
る
よ
う
に
、
自
他
と
も
、
そ
の
終
焉
を
予
期
し
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。

そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
、
西
鶴
は
そ
の
年
、
宗
因
没
後
半
年
余
り
し
か
経
た
な
い
十
月
に
『
好
色
一
代
男
』
を
刊
行
し
て
、
浮
世
草
子
の

世
界
に
身
を
転
身
す
る
の
で
あ
る
。
版
下
は
少
な
く
と
も
没
後
四
十
九
日
過
ぎ
た
頃
に
は
取
り
か
か
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
半
年
ほ

ど
の
間
に
談
林
俳
壇
に
何
が
起
き
た
か
、
有
力
な
史
料
は
な
い
が
、
先
の
跡
目
問
題
に
巻
き
込
ま
れ
た
く
な
い
西
鶴
が
そ
こ
に
あ
っ
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
や
は
り
、
貞
享
元
年
六
月
に
行
わ
れ
た
住
吉
神
社
で
矢
数
俳
諧
、
一
昼
夜
二
万
三
千
五
百
句
独
吟
興
行
は
俳
業
の
中

で
一
区
切
り
を
つ
け
た
と
い
う
意
味
で
、
可
視
化
さ
れ
た
回
答
と
も
言
え
る
。

そ
の
後
も
貞
享
年
間
を
通
じ
、
俳
諧
か
ら
離
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、『
好
色
一
代
男
』
の
異
様
す
ぎ
る
人
気
は
、
西
鶴
の
次
な
る
作

品
を
望
ん
で
止
む
こ
と
が
な
く
、
浄
瑠
璃
も
含
め
て
年
間
五
作
品
前
後
の
浮
世
草
子
を
刊
行
し
て
い
く
。
研
究
史
の
中
で
も
、『
好
色
一

俳
諧
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鶴
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代
男
』
の
み
が
西
鶴
自
作
で
あ
る
と
か
、
西
鶴
工
房
な
る
も
の
が
あ
っ
た
と
か
取
り
沙
汰
さ
れ
る
が
、
延
宝
期
の
多
忙
さ
か
ら
は
決
し
て

不
思
議
で
は
な
い
。

さ
り
な
が
ら
、
俳
諧
へ
の
情
熱
は
残
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
元
禄
四
年
に
弟
子
の
北
条
團
水
を
絡
め
て
、
難
波
松
魂
軒
の
匿
名
で

『
石
車
』
を
刊
行
し
、
加
賀
田
可
休
著
『
物
見
車
』
を
駁
し
た
論
調
は
か
つ
て
な
い
凄
烈
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
詳
述
は
別
項
に
譲
り
た

い
⑻
。
ま
た
、
元
禄
二
年
正
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
一
目
玉
鉾
』
は
地
誌
と
分
類
さ
れ
る
が
、
蝦
夷
千
島
か
ら
五
島
・
壱
岐
・
対
馬
に
至
る

間
の
城
下
町
・
宿
駅
・
物
産
・
社
寺
・
名
所
・
古
跡
・
故
事
・
古
歌
な
ど
を
記
述
し
て
お
り
、
絵
入
り
の
た
め
、
旅
行
案
内
記
と
も
さ
れ

る
が
、
俳
諧
師
西
鶴
が
諸
国
を
巡
っ
た
り
、
情
報
を
集
め
た
成
果
で
あ
る
。
序
末
に
も
「
難
波
俳
林
」
と
肩
書
き
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も

難
波
の
俳
諧
師
と
し
て
の
自
負
が
伺
え
る
。
ま
た
、
そ
の
所
載
の
名
所
が
西
廻
り
航
路
と
重
な
る
こ
と
な
ど
は
こ
れ
も
別
項
に
譲
り
た

い
⑼
。以

上
の
よ
う
に
俳
諧
師
西
鶴
の
軌
跡
を
俯
瞰
し
た
が
、
私
的
に
俳
諧
師
西
鶴
と
し
て
の
足
跡
を
三
期
に
分
け
て
考
え
た
い
⑽
。
極
め
て

事
象
的
で
あ
る
が
「
第
一
期

蠢
動
期
（
出
生
〜
寛
文
・
延
宝
元
）」、「
第
二
期

躍
動
期
（
延
宝
元
〜
貞
享
）」、「
雪
辱
期
（
元
禄
）」

と
名
付
け
た
い
。
第
三
期
は
相
応
し
く
な
い
命
名
の
よ
う
で
あ
る
が
、
か
つ
て
の
談
林
俳
壇
の
木
鐸
の
雪
辱
期
と
し
た
、
今
後
も
論
を
加

え
た
い
。

四
、
俳
諧
師
西
鶴
の
蠢
動
期
の
再
検
証

再
び
、
第
一
期
に
つ
い
て
の
み
検
証
を
加
え
た
い
。「
井
原
西
鶴
」
と
い
う
人
物
は
ほ
と
ん
ど
の
事
典
類
に
立
項
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
時
期
の
記
事
に
落
着
す
る
も
の
は
得
ら
れ
な
い
。
先
述
の
『
国
史
大
辞
典
』
よ
り
そ
の
部
分
を
引
用
す
る
。

江
戸
時
代
前
期
の
俳
諧
師
、
浮
世
草
子
作
者
。
本
名
平
山
藤
五
。
伊
藤
梅
宇
の
『
見
聞
談
叢
』
に
よ
る
と
大
坂
の
富
裕
な
町
人
の
子

俳
諧
師
西
鶴
の
軌
跡
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弟
で
あ
っ
た
が
、
幼
少
に
し
て
父
に
死
別
し
、
家
業
を
手
代
に
譲
っ
て
み
ず
か
ら
は
俳
諧
に
遊
び
、
諸
国
を
遊
歴
す
る
か
た
わ
ら
小

説
に
筆
を
執
っ
た
と
い
う
。
西
鶴
自
身
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
十
五
歳
の
こ
ろ
俳
諧
を
学
び
、
寛
文

二
年
（
一
六
六
二
）
二
十
一
歳
の
時
に
は
早
く
も
点
者
と
し
て
独
立
し
た
と
い
う
。
俳
号
を
鶴
永
と
称
し
た
。
最
初
は
貞
門
古
風
を

学
ん
だ
よ
う
で
あ
る
が
、
の
ち
に
談
林
俳
諧
の
祖
西
山
宗
因
に
師
事
し
た
こ
と
が
、
西
鶴
の
そ
の
後
の
生
涯
を
決
定
す
る
こ
と
に
な

る
。
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
三
十
二
歳
大
坂
の
生
玉
に
お
い
て
興
行
し
た
『
生
玉
万
句
』
は
、
す
な
わ
ち
彼
が
宗
因
門
の
新
鋭
と

し
て
、
み
ず
か
ら
「
阿
蘭
陀
流
」
の
軽
口
・
狂
句
の
新
し
さ
を
天
下
に
呼
号
し
た
第
一
声
で
あ
る
。

「
幼
少
に
し
て
父
に
死
別
し
、
家
業
を
手
代
に
譲
っ
」
た
か
否
か
は
想
像
の
域
で
あ
る
し
、
こ
こ
で
は
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
。
む
し

ろ
、「
俳
諧
に
遊
び
、
諸
国
を
遊
歴
」
し
た
か
否
か
の
方
が
重
要
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
西
行
は
生
涯
の
大
半
を
奥
州
か
ら
九
州
ま
で
の

さ
す
ら
い
の
旅
で
す
ご
す
が
、
こ
れ
は
西
鶴
と
同
時
代
を
生
き
た
芭
蕉
（
一
六
四
四
│
一
六
九
四
）
が
『
奥
の
細
道
』（
一
七
〇
二
）
冒

頭
で
「
月
日
は
百
代
の
過
客
に
し
て
、
行
き
交
ふ
年
も
ま
た
旅
人
な
り
。
船
の
上
に
生
涯
を
浮
か
べ
、
馬
の
口
と
ら
へ
て
老
い
を
迎
ふ
る

者
は
、
日
々
旅
に
し
て
旅
を
栖
と
す
。
古
人
も
多
く
旅
に
死
せ
る
あ
り
。」
と
唱
え
て
か
ら
定
着
し
た
俳
人
と
し
て
持
ち
あ
わ
せ
る
べ
き

境
涯
、
さ
ら
に
言
え
ば
俳
諧
師
と
し
て
の
修
業
の
一
つ
で
は
あ
る
ま
い
か
。
何
も
芭
蕉
が
登
場
す
る
前
の
こ
の
時
期
に
、
西
鶴
が
俳
諧
師

を
志
す
た
め
に
「
諸
国
を
遊
歴
」
し
た
と
は
思
え
な
い
。

論
者
は
以
前
よ
り
、
拙
論
と
し
て
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
西
鶴
は
隠
居
す
る
ま
で
の
青
年
・
壮
年
期
、
米
商
人
と
し
て
、
海
の
道
よ
り

全
国
を
廻
り
、
交
遊
範
囲
を
拡
げ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
晩
年
の
浮
世
草
子
の
多
く
が
諸
国
話
の
形
式
を
と
る
こ
と
に
繋
が
っ

た
⑾
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
逆
の
発
想
で
諸
国
物
産
の
流
通
圏
を
ま
わ
る
こ
と
で
、
全
国
を
知
り
尽
く
し
て
お
り
、
そ
れ
が
俳

諧
に
役
立
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
⑿
。

彼
の
地
の
海
運
、
川
運
の
流
通
拠
点
に
は
経
済
的
に
豊
か
と
な
っ
た
素
封
家
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
、
富
裕
さ
と
と
も
に
生
ま
れ

た
文
化
熱
が
俳
諧
の
遊
び
を
覚
え
、
や
が
て
そ
れ
は
旦
那
芸
と
し
て
の
地
方
俳
諧
文
化
圏
を
形
成
し
、
そ
こ
に
大
坂
俳
壇
の
旗
手
・
西
鶴
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が
風
交
を
尽
く
す
。
彼
が
「
大
坂
談
林
俳
壇
」
の
雄
と
し
て
相
互
交
流
を
行
い
、
都
市
談
林
と
地
方
談
林
を
結
び
つ
け
た
の
で
あ
る
。
事

実
、
地
方
俳
諧
文
化
圏
を
形
成
し
た
人
々
は
流
通
文
化
圏
の
盟
主
た
ち
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
⒀
。

と
こ
ろ
で
、
右
に
「
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
十
五
歳
の
こ
ろ
俳
諧
を
学
び
」
と
は
誰
か
ら
ど
の
よ
う
な
俳
諧
を
ま
な
ん
だ
の
で
あ
ろ

う
か
。
俳
諧
の
道
に
入
っ
た
年
は
、
西
鶴
自
ら
が
『
西
鶴
大
矢
数
』（
一
六
八
一
）
巻
四
跋
で
「
予
俳
諧
正
風
初
道
に
入
て
二
十
五
年
」

と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
遡
っ
て
明
暦
二
年
と
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
客
観
的
な
記
録
は
未
見
で
あ
る
。
こ
の
当
時
の
俳
壇
は
松
永

貞
徳
を
い
た
だ
く
貞
門
派
が
全
盛
期
で
あ
り
、
従
来
よ
り
西
鶴
に
つ
い
て
も
初
め
は
貞
門
俳
諧
に
学
ん
だ
と
言
う
説
が
多
い
。
し
か
し
、

二
十
一
歳
で
俳
諧
点
者
と
す
る
説
も
『
石
車
』（
一
六
九
一
）
巻
四
に
「
誹
道
に
入
て
三
十
余
年
」「
我
三
十
年
点
を
い
た
せ
し
」
と
あ
る

の
を
遡
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
現
研
究
状
況
に
あ
っ
て
は
西
鶴
の
師
匠
系
列
は
明
ら
か
で
な
い
と
い
う
判
断
を
下
す
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
西
鶴
が
貞
門
俳
諧
に
学
ん
だ
と
す
る
言
説
の
拠
り
所
に
し
て
も
西
鶴
の
年
譜
を
当
時
の
俳
諧
史
に
被
せ
た
に
す
ぎ
な
い
。

だ
が
し
か
し
、「
談
林
派
」
の
定
義
は
難
し
い
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』「
談
林
派
」
に
お
い
て
、

江
戸
時
代
、
寛
文
（
一
六
六
一
〜
七
三
）
末
年
か
ら
延
宝
年
間
（
一
六
七
三
〜
八
一
）
に
わ
た
っ
て
俳
諧
文
学
の
主
流
と
な
っ
た
流

派
。
西
山
宗
因
の
軽
妙
で
自
由
な
作
風
の
も
と
に
、
大
坂
の
新
進
気
鋭
の
俳
人
西
鶴
・
惟
中
ら
が
集
ま
っ
て
反
貞
門
的
で
奔
放
自
由

な
新
流
派
を
形
成
し
た
。
中
世
の
宗
武
・
宗
鑑
の
作
風
を
継
承
す
る
こ
と
を
標
榜
し
た
が
、
当
時
の
庶
民
の
生
活
感
情
を
反
映
し

て
、
そ
の
現
実
生
活
を
い
っ
そ
う
強
烈
に
う
た
い
上
げ
て
い
る
。
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
頃
か
ら
江
戸
の
新
鋭
俳
人
桃
青
（
芭

蕉
）・
幽
山
・
松
意
ら
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
京
都
俳
壇
の
高
政
・
常
矩
ら
も
同
調
す
る
に
至
っ
た
。
当
時
は
西
翁
流
・
宗
因
流
・
梅

翁
流
な
ど
と
称
し
て
い
た
が
、
の
ち
に
江
戸
の
田
代
松
意
一
派
の
自
称
で
あ
っ
た
「
談
林
派
」
が
、
こ
の
派
の
名
称
と
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

と
す
る
よ
う
に
、
諸
説
は
貞
門
俳
諧
の
作
風
の
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
を
打
破
す
る
た
め
、「
西
山
宗
因
」
を
か
つ
い
で
、
大
坂
、
つ
い
で
全
国

的
に
奔
放
自
由
な
新
風
を
起
こ
し
、
新
流
派
を
形
成
し
、
そ�

の�

全�

盛�

期�

を�

延�

宝�

年�

間�

前�

後�

に�

求�

め�

て�

い�

る�

こ
と
は
共
通
認
識
で
あ
る
と
言
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え
る
。
穿
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、
西
鶴
と
師
で
あ
る
西
山
宗
因
（
一
六
〇
五
│
八
二
）
の
俳
業
に
合
わ
せ
た
感
さ
え
あ
る
。

西
山
宗
因
に
つ
い
て
は
、
そ
の
文
事
と
も
言
う
べ
き
活
動
歴
が
長
い
の
で
最
も
簡
潔
な
解
説
を
引
用
し
て
お
く
。

江
戸
時
代
前
期
の
連
歌
師
、
俳
人
。
通
称
次
郎
作
、
諱
は
豊
一
（
と
よ
か
ず
）。
連
歌
名
は
宗
因
。
の
ち
俳
号
と
共
用
。
俳
号
は
一

幽
、
の
ち
に
西
翁
・
西
山
翁
・
梅
翁
・
野
梅
子
（
翁
）、
別
号
に
長
松
軒
・
忘
吾
斎
・
向
栄
庵
な
ど
が
あ
る
。
慶
長
十
年
（
一
六
〇

五
）
加
藤
清
正
の
家
来
西
山
次
郎
左
衛
門
の
子
と
し
て
熊
本
に
生
ま
れ
た
。
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
十
五
歳
の
こ
ろ
か
ら
家
老
八

代
城
代
加
藤
正
方
（
号
風
庵
）
の
小
性
と
し
て
出
仕
、
そ
の
感
化
に
よ
っ
て
連
歌
道
に
入
り
、
つ
い
に
終
生
主
従
の
変
わ
ら
ぬ
契
り

を
結
ぶ
。
連
歌
の
師
は
京
の
里
村
昌
琢
で
、
豊
一
の
名
の
み
え
る
最
も
早
い
作
品
は
、
元
和
七
年
十
月
二
十
四
日
、
佐
河
田
昌
俊
が

興
行
し
た
連
歌
百
韻
で
あ
る
。
主
正
方
に
従
っ
て
江
戸
・
京
を
往
来
す
る
間
、
何
が
し
か
の
作
品
が
あ
り
、
寛
永
八
年
（
一
六
三

一
）
に
は
は
じ
め
て
宗
因
を
号
し
た
。
し
か
し
、
翌
九
年
突
発
の
加
藤
家
陰
謀
事
件
に
よ
り
肥
後
一
国
は
収
公
、
主
従
と
も
に
浪
人

と
な
る
。
翌
十
年
入
京
、
正
方
と
と
も
に
宗
因
は
連
歌
師
と
し
て
活
躍
し
た
。
正
方
が
仕
官
運
動
に
失
敗
し
て
広
島
藩
御
預
け
の
の

ち
、
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
同
地
に
客
死
す
る
に
及
び
、
つ
い
に
意
を
決
し
、
大
坂
天
満
宮
の
連
歌
宗
匠
と
し
て
大
坂
に
下
る
。

以
後
寛
文
期
に
至
る
間
は
も
っ
ぱ
ら
天
満
宮
を
根
拠
と
し
て
、
月
次
連
歌
の
再
興
な
ど
に
活
躍
、
そ
の
名
声
諸
国
に
弘
ま
り
、
各
地

に
出
張
、『
松
島
一
見
記
』『
筑
紫
太
宰
府
記
』『
西
国
道
日
記
』
な
ど
の
紀
行
文
を
残
し
た
。
ま
た
こ
の
時
期
、
京
の
松
江
重
頼
を

招
い
て
俳
諧
を
興
行
し
、
つ
い
に
俳
諧
師
と
し
て
も
指
導
者
の
技
倆
を
発
揮
し
た
。
か
く
て
貞
門
古
風
の
「
詞
付
」
か
ら
脱
却
し

て
、
軽
妙
自
在
な
「
心
付
」
の
特
色
を
も
っ
て
俳
壇
に
清
新
の
風
を
吹
き
入
れ
、
軽
口
・
狂
句
を
も
っ
て
標
榜
、
つ
い
に
談
林
俳
諧

の
宗
枢
と
し
て
仰
が
れ
る
に
至
っ
た
。
守
武
流
ま
た
西
翁
流
と
い
わ
れ
宗
因
晩
年
に
及
ん
で
俄
然
全
国
を
風
靡
す
る
や
、
い
ち
早
く

井
原
西
鶴
が
馳
せ
参
じ
た
。
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
宗
因
は
東
下
し
て
内
藤
風
虎
屋
敷
に
滞
在
し
、
松
意
ら
江
戸
談
林
の
徒
と
興

行
、
松
尾
芭
蕉
・
山
口
素
堂
ら
も
こ
れ
に
同
調
し
た
。
ま
た
同
六
年
岡
山
か
ら
上
坂
し
た
岡
西
惟
中
、
京
の
菅
野
谷
高
政
も
参
加
し

て
、
宗
因
流
は
昂
揚
の
時
期
を
迎
え
る
。（
後
略
）『
国
史
大
辞
典
』「
西
山
宗
因
」（
担
当

島
居
清
）

俳
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再
び
、
俳
諧
師
西
鶴
の
「
蠢
動
期
」
の
検
討
に
視
座
を
移
す
。
そ
こ
に
は
西
鶴
と
西
山
宗
因
と
の
関
係
を
起
点
と
す
る
の
が
論
じ
や
す

い
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
も
ま
た
初
回
の
接
点
が
不
明
で
あ
る
。
と
は
い
う
も
の
の
「
西
山
宗
因
」
に
つ
い
て

は
、
近
年
、
西
山
宗
因
研
究
の
泰
斗
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
西
山
宗
因
全
集
』
が
完
結
し
た
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
近
世
前
期
韻
文
史
を

再
検
討
で
き
る
と
い
う
至
福
の
学
恩
を
得
た
。
そ
こ
で
、
俳
諧
師
西
鶴
の
「
蠢
動
期
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の
「
西
山
宗
因
年
譜
」⒁
を
、

西
鶴
と
西
山
宗
因
の
関
係
性
を
実
践
躬
行
し
た
い
。
以
下
、「
蠢
動
期
」
に
関
わ
る
「
西
山
宗
因
年
譜
」
に
基
づ
い
た
略
年
譜
を
あ
げ
る
。

一
六
五
四
（
明
暦
元
）
年

五
十
一
歳

冬

約
十
年
住
ん
だ
天
満
宮
境
内
の
仮
寓
有
芳
庵
を
去
り
、
某
所
に
寓
居
す
る
。

一
六
五
六
（
明
暦
二
）
年

五
十
二
歳

正
月

俳
諧
の
歳
旦
発
句
「
明
暦
や
」（『
境
海
草
』）。

同

発
句
「
古
歌
に
」（『
知
足
書
留
歳
旦
帖
』）。

蔭
山
休
安
撰
『
ゆ
め
み
草
』
に
、
俳
諧
発
句
六
、
同
付
句
二
句
入
集
、「
天
満
之

住
・
一
幽
」
と
あ
り
。

二
月

清
水
寺
法
楽
の
独
吟
連
歌
百
韻
を
賦
す
。

三
月

某
人
の
求
め
に
応
じ
、『
古
今
和
歌
集
』
の
書
写
を
遂
げ
る
。「
宗
因

花
押
」。

六
月

連
歌
師
昌
隠
の
七
回
忌
に
連
歌
発
句
を
手
向
け
る
。

九
月
十
五
日

天
満
碁
盤
屋
町
の
向
栄
庵
成
る
。

二
十
日
「
告
天
満
宮
文
」
を
草
し
、
連
歌
百
韻
と
と
も
に
天
満
宮
に
奉
納
。

同
庵
に
入
る
。

向
栄
庵
新
造
記
念
の
「
あ
さ
み
こ
そ
」
俳
諧
百
韻
を
興
行
す
る
。
発
句
、
重
頼
。

重
頼
。
連
衆
、
宗
因
・
以
春
・
玖
也
・
顕
成
・
祐
是
・
忠
由
・
保
友
・
三
政
・
執

俳
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筆
。

十
二
月

向
栄
庵
に
お
い
て
「
神
の
春
」
の
吟
成
る
か
。

一
六
五
七
（
明
暦
三
）
年

五
十
三
歳

正
月

俳
諧
の
歳
旦
発
句
「
新
春
の
」（『
知
足
書
留
歳
旦
帖
』）。

本
年
前
後
の
春
、
大
坂
住
の
俳
人
数
名
と
共
同
で
会
所
を
借
り
、
月
次
の
俳
諧
興

行
を
始
め
る
か
（
松
平
文
華
館
蔵
宗
因
真
蹟
短
冊
詞
書
）
本
年
以
前
の
春
、「
な

が
む
と
て
」
俳
諧
独
吟
百
韻
成
る
。

富
永
燕
石
撰
『
牛
飼
』
に
俳
諧
発
句
二
句
入
集
、「
天
満
・
一
幽
」
と
あ
り
。

一
六
五
八
（
明
暦
四
）
年

五
十
四
歳

七
月

「
万
治
」
と
改
元
。

八
月
頃

京
都
壬
生
、
寂
静
庵
順
正
の
聖
廟
を
拝
し
、
法
楽
の
「
月
清
し
」
独
吟
連
歌
歌
仙

を
興
行
。

是
年
頃

末
吉
宗
久
独
吟
の
同
母
懐
旧
「
見
つ
る
世
の
」
連
歌
百
韻
に
批
点
を
施
す
。

一
六
五
九
（
万
治
二
）
年

五
十
五
歳

正
月

歳
旦
吟
と
し
て
、
連
歌
発
句
「
万
代
を
」
成
る
（『
宗
因
発
句
帳
』）。

歳
旦
吟
と
し
て
、
俳
諧
発
句
「
難
波
津
に
」
成
る
（『
捨
子
集
』）。

難
波
入
江
に
て
榊
原
忠
次
と
参
会
。
百
韻
成
る
。

夏

榊
原
家
の
招
請
に
よ
り
播
州
下
向
。
曽
根
天
満
宮
に
て
連
歌
座
に
出
座
。

八
月

姫
路
藩
邸
に
て
、
和
歌
一
首
、
連
歌
発
句
一
句
、
俳
諧
発
句
一
句
を
詠
む
。

同
月
姫
路
藩
邸
に
お
い
て
連
歌
百
韻
に
一
座
す
る
ん
ど
し
、
九
月
ま
で
滞
在
か
。

九
月
頃

榊
原
政
房
の
参
府
を
機
に
機
姫
路
を
辞
し
、
曽
根
村
で
俳
諧
発
句
を
吟
じ
る
な

ど
し
つ
つ
、
大
坂
天
満
に
戻
る
か
。

俳
諧
師
西
鶴
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岡
本
胤
及
撰
『
鉋
屑
集
』
に
俳
諧
発
句
六
句
入
集
か
。「
大
坂
」「
一
幽

六
」
と

す
る
も
、
完
本
は
現
存
せ
ず
。

本
年
以
前
の
秋
、
大
坂
に
て
「
つ
ぶ
り
を
も
」
俳
諧
独
吟
百
韻
成
る
。

十
月
中
旬

序
刊
・
高
瀬
梅
盛
撰
『
捨
子
集
』
に
俳
諧
発
句
一
句
入
集
。

一
六
六
〇
（
万
治
三
）
年

五
十
六
歳

正
月

歳
旦
吟
と
し
て
、「
朝
夕
の
」
と
詠
み
、
天
満
・
大
坂
連
衆
二
十
三
名
の
歳
旦

連
歌
発
句
と
と
も
に
、
姫
路
の
榊
原
忠
次
に
贈
る
か
。

正
月
十
五
日

序
刊
・
北
村
季
吟
撰
『
新
続
犬
筑
波
集
』
に
発
句
三
句
、
付
句
六
句
入
集
。

「
摂
津
」「
一
幽

天
満
」。

二
月

昌
啄
二
十
五
回
忌
追
善
の
独
吟
「
年
月
や
」
連
歌
百
韻
を
興
行
。

三
月

姫
路
藩
邸
に
お
い
て
、
榊
原
忠
次
及
び
家
中
と
連
歌
に
興
じ
た
か
。

四
月
刊
、
高
瀬
梅
盛
撰
『
俳
仙
三
十
六
人
』
に
選
ば
れ
、
俳
諧
発
句
一
句
入
集
。

七
月
刊
、
那
賀
盛
之
・
阿
知
子
顕
成
撰
『
境
海
草
』
に
俳
諧
発
句
二
十
八
、
付
句

十
句
入
集
。「
天
満
」「
一
幽

廿
七
」。

九
月
十
五
日

跋
刊
・
谷
口
重
以
撰
『
百
人
一
句
』
に
選
ば
れ
、
俳
諧
発
句
一
句
。

九
月

正
方
十
三
回
忌
に
あ
た
り
、「
消
に
き
と
」
懐
旧
連
歌
百
韻
を
独
吟
で
賦
す
。

十
月
刊
、
松
江
重
頼
撰
『
懐
子
』「
懐
子
」
に
俳
諧
発
句
二
十
五
句
、
付
句
四
十

二
句
入
集
。
同
「
懐
子
伽
」
発
句
十
六
句
、
付
句
百
五
十
七
句
入
集
。「
大
坂
之

住
」「
一
幽
」

冬

伊
勢
大
神
宮
参
詣
し
て
連
歌
発
句
一
句
成
る
か
。
ま
た
、
松
坂
の
昌
隠
旧
跡
を
訪
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ね
て
連
歌
発
句
二
句
成
る
か
。

冬

伊
勢
滞
在
中
に
俳
諧
発
句
三
句
成
る
か
。

一
六
六
一
（
万
治
四
）
年

五
十
七
歳

四
月

「
寛
文
」
と
改
元
。

正
月

宗
春
と
伊
勢
大
神
宮
法
楽
の
「
日
の
御
影
」
連
歌
百
韻
を
両
吟
で
賦
し
、
神
前
に

奉
納
す
る
。

本
年
前
後
、
作
者
不
知
の
「
つ
く
ね
て
も
」
俳
諧
百
韻
に
評
点
を
施
す
。

本
年
以
前
の
夏
、『
雪
千
句
』
追
加
「
撫
物
や
」
俳
諧
百
韻
を
保
友
・
重
安
と
共

に
成
就
。

七
月
跋
刊
・
高
瀬
道
甘
撰
『
へ
ち
ま
草
』
に
俳
諧
発
句
一
句
入
集
。「
摂
州
大
坂

之
住
一
幽

一
」

一
六
六
二
（
寛
文
二
）
年

五
十
八
歳

正
月

歳
旦
吟
と
し
て
、
俳
諧
発
句
「
相
生
の
」
と
詠
み
、
天
満
・
大
坂
連
衆
十
六
名
の

歳
旦
俳
諧
発
句
と
と
も
に
、
姫
路
の
榊
原
忠
次
に
贈
る
。

三
月
刊
、
如
之
撰
『
伊
勢
正
直
集
』
に
俳
諧
発
句
十
一
句
入
集
。「
大
坂
住
」「
西

山
一
幽

十
一
句
」

三
月
初
旬
、
大
坂
を
発
ち
、
京
に
数
日
滞
在
後
、
東
海
道
を
下
り
、
夏
中
を
奥
州

磐
城
平
藩
主
内
藤
忠
興
嫡
男
義
概
の
江
戸
屋
敷
を
中
心
と
し
た
文
化
圏
で
過
ご
す

か
。

六
月
序
刊
、
田
中
光
方
撰
『
雀
子
集
』
に
俳
諧
発
句
一
句
入
集
。「
大
坂
之
住
」

「
一
幽
一
句
」。
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七
月

江
戸
よ
り
磐
城
平
藩
に
入
り
、
磐
城
平
藩
主
内
藤
忠
興
の
城
下
に
至
る
。

八
月

「
奥
州
紀
行
」。
九
月
に
発
ち
、
十
月
江
戸
着
。
越
年
。
そ
の
間
、
少
な
く
と
も
連

歌
会
に
六
回
出
座
。
十
二
月
、
娘
死
没
の
報
に
接
す
る
。

以
上
、
西
鶴
十
三
歳
か
ら
二
十
一
歳
に
あ
た
る
時
期
の
西
山
宗
因
の
文
事
を
あ
げ
た
が
、
西
山
宗
因
が
主
公
加
藤
正
方
を
失
い
、
大
坂

に
移
り
住
み
、
俳
諧
師
と
し
て
活
躍
し
な
が
ら
も
、
大
坂
天
満
宮
の
連
歌
所
所
長
と
し
て
一
流
の
権
威
あ
る
活
動
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
宗
因
は
連
歌
師
と
し
て
は
姫
路
・
伊
勢
の
地
に
活
動
の
場
を
求
め
て
お
り
、
江
戸
、
東
北
に
も
足
を
運
ん
で
い

る
。
俳
諧
で
は
松
江
重
頼
、
高
瀬
梅
盛
、
北
村
季
吟
な
ど
貞
門
派
俳
人
と
の
交
流
が
認
め
ら
れ
る
。
同
時
に
大
坂
・
天
満
衆
と
い
う
よ
う

な
大
坂
俳
壇
を
指
麾
す
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
で
は
西
鶴
が
十
五
歳
で
初
め
て
俳
諧
を
嗜
ん
だ
際
の
師
や
門
流
は
誰
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
問
い
で
あ
る
が
、
貞
門
派
と
い
う
よ

り
は
、
大
坂
の
俳
壇
の
何
某
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
元
服
を
済
ま
せ
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
な
が
ら
、
俳
諧
の
道
に
あ
そ
ぶ
な
ら
、

し
か
る
べ
き
仲
介
者
、
そ
れ
が
親
兄
弟
か
番
頭
級
の
者
と
し
て
も
旦
那
遊
び
と
し
て
、
相
応
の
分�

知�

り�

が
嚮
導
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の

際
、
大
坂
に
住
ま
う
者
で
あ
れ
ば
、
俳
諧
を
志
す
に
あ
た
り
、
す
で
に
西
山
宗
因
と
彼
に
心
服
す
る
大
坂
衆
・
天
満
衆
は
無
視
で
き
な
い

存
在
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
な
ら
、
初
め
か
ら
西
山
宗
因
か
ら
一
字
を
も
ら
い
、「
西
鶴
」
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
右
に
見
る
よ
う

に
、
こ
の
時
期
の
俳
諧
師
西
山
宗
因
は
句
引
か
ら
確
認
す
る
よ
う
に
「
大
坂
」
ま
た
は
「
天
満
」
の
「
一
幽
」
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
西
鶴
は
初
め
鶴
永
、
の
ち
西
鶴
と
号
し
た
こ
と
は
判
っ
て
い
る
。
他
に
西
鵬
・
鶴
翁
・
四
千
翁
・
二
万
翁
・
松
寿
軒
・
松

風
軒
・
難
波
俳
林
な
ど
の
号
が
あ
る
が
、「
一
」
や
「
幽
」
の
付
く
よ
う
な
号
は
な
い
。
そ
の
意
味
か
ら
は
、
や
は
り
、
初
め
の
師
は
大

坂
衆
、
天
満
衆
と
呼
ば
れ
て
い
た
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
る
。
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西
鶴
は
鶴
永
時
代
、
三
十
二
歳
で
『
歌
仙
大
坂
俳
諧
師
』
を
編
纂
上
梓
し
て
い
る
が
、
友
人
た
ち
と
と
も
に
貞
門
派
の
古
老
を
多
く
あ

げ
て
い
る
。
や
は
り
、
そ
こ
に
は
若
年
で
大
坂
衆
、
天
満
衆
か
ら
可
愛
が
ら
れ
る
西
鶴
が
若
き
日
の
俳
諧
師
の
姿
が
、
そ
こ
に
あ
っ
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
こ
ろ
が
、
寛
文
二
年
に
西
鶴
二
十
一
歳
に
し
て
、
俳
諧
点
者
と
な
っ
た
と
す
る
拠
り
所
が
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
右
の
西
山
宗
因

の
文
事
か
ら
は
、
そ
の
頃
、
連
歌
師
と
し
て
大
名
家
等
か
ら
の
求
め
に
応
じ
、
日
本
列
島
を
縦
横
無
尽
に
移
動
す
る
姿
が
映
し
出
さ
れ
て

い
る
。
寛
文
三
年
か
ら
は
豊
前
小
倉
、
太
宰
府
な
ど
が
加
わ
り
、
寛
文
四
年
に
は
、
再
度
の
奥
州
下
向
と
な
る
。

そ
れ
だ
け
に
寛
文
二
年
当
時
の
西
山
宗
因
は
磐
城
平
藩
の
内
藤
親
子
、
豊
前
小
倉
の
小
笠
原
忠
真
と
い
っ
た
大
名
と
の
風
交
に
夢
中
で

大
坂
俳
壇
に
は
興
味
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
い
う
よ
り
も
当
時
の
寿
命
か
ら
は
老
齢
、
否
、
六
十
歳
に
近
い
宗
因
は
高
齢

で
あ
り
、
そ
こ
ま
で
の
活
躍
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
事
実
、
還
暦
を
迎
え
る
寛
文
四
年
か
ら
は
「
一
幽
」
の
俳
号
よ

り
、「
西
翁
」
の
号
が
散
見
で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
す
れ
ば
、
こ
の
西
鶴
二
十
一
歳
立
机
が
誠
な
ら
ば
、
師
は
西
山
宗
因
以
外
の
大
坂
衆
、
天
満
衆
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
西
鶴
が
三
十
二
歳
の
時
、
鶴
永
の
号
で
刊
行
し
た
処
女
撰
集
『
生
玉
万
句
』（
一
六
七
三
）
は
、
そ
の
序
に
記
す
よ
う
に
、

「
狂
句
、
か
る
口
」
の
句
作
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
貞
門
俳
諧
を
打
ち
破
る
新
風
の
先
駆
け
と
見
る
べ
き
で
、
そ
の
功
成
っ
て
、
こ
の
年
の

冬
、
西
山
宗
因
か
ら
一
字
を
も
ら
い
、
鶴
永
改
め
、
西
鶴
と
号
し
た
と
考
え
る
の
が
順
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。

さ
て
、
西
山
宗
因
が
連
歌
師
で
あ
る
こ
と
は
留
意
し
な
く
て
も
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
尾
崎
千
佳
氏
に
よ
っ
て
、
西
山
宗
因
が
連
歌
、
俳

諧
ど
ち
ら
で
も
時
宜
に
あ
わ
せ
て
「
宗
因
」
号
を
用
い
た
こ
と
は
詳
細
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、
連
歌
の
場
に
出
座
し
て
い

た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
西
山
宗
因
の
連
歌
の
場
に
西
鶴
が
い
た
と
い
う
確
証
を
得
た
わ
け
で
は

な
い
。
む
し
ろ
、
管
見
で
は
否
定
的
で
あ
る
。
た
だ
、
磐
城
平
藩
の
内
藤
親
子
、
豊
前
小
倉
の
小
笠
原
忠
真
の
よ
う
な
大
名
家
や
歴
々
の

神
社
等
に
出
入
り
す
る
ほ
ど
の
格
式
を
持
つ
西
山
宗
因
が
、
出
自
も
怪
し
い
人
物
を
手
元
に
置
く
で
あ
ろ
う
か
。
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【
図
１
】
は
延
宝
元
年
刊
の
西
鶴
編
『
歌
仙
大
坂
俳
諧
師
』
に
載
る

西
鶴
の
「
鶴
永
」
時
代
の
自
画
像
で
あ
る
。【
図
２
】
は
天
和
二
年
刊

の
土
橋
春
林
編
『
百
人
一
句
難
波
色
紙
』
に
載
る
「
西
鶴
」
で
あ
る
。

自
画
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
両
者
の
違
い
は
、
一
見
し
て
剃
髪
し
て
い

る
か
否
か
、
帯
刀
し
て
い
る
か
否
か
で
あ
る
。
剃
髪
に
つ
い
て
は
、
妻

を
亡
く
し
た
延
宝
三
年
と
い
う
の
が
翌
年
の
『
誹
諧
大
坂
歳
旦
』
の
西

鶴
句
の
詞
書
な
ど
か
ら
定
説
で
あ
る
。
帯
刀
に
つ
い
て
は
難
し
い
。
寛

文
八
年
、
町
人
の
帯
刀
禁
止
令
が
出
て
以
来
、
町
人
が
大
刀
を
佩
く
こ

図 2 図 1

図 3
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と
は
慎
ま
れ
た
は
ず
で
、
威
風
堂
々
の
西
鶴
の
帯
刀
絵
姿
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
西
鶴
が
士
分
で
あ
れ
ば

申
し
分
な
い
が
、
そ
の
説
は
短
絡
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
あ
げ
た
【
図
３
】
は
元
禄
六
年
刊
の
『
男
重
宝
記
』
巻
二
の
四
「
連
歌
誹
諧
の
仕
や
う
」
の
項
の
画
で
あ
る
。『
西
山
宗
因
全

集
』
に
掲
載
す
る
こ
の
画
の
解
説
は
以
下
で
あ
る
⒂
。

「
は
い
か
い
す
る
所
」
と
題
さ
れ
た
一
面
の
上
部
に
松
永
貞
徳
の
俳
席
図
、
下
部
に
宗
因
の
俳
席
図
を
描
く
。
貞
徳
座
の
連
衆
が
扇

子
を
手
に
し
た
富
裕
な
町
人
風
で
あ
る
の
に
対
し
、
宗
因
座
の
連
衆
は
脇
に
刀
を
置
い
た
武
士
風
の
人
々
と
見
え
る
。
貞
門
俳
諧
と

宗
因
流
俳
諧
の
階
層
差
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、【
図
２
】
の
西
鶴
図
は
西
山
宗
因
と
一
座
し
た
際
の
正
装
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
察
す
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
加
藤
家
に
仕
え
て
い
た
西
山
宗
因
の
門
を
く
ぐ
る
に
は
そ
れ
な
り
の
格
が
必
要
で
あ
っ
た
ろ
う
。
先
述
の
岡
西
惟
中

が
士
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
西
鶴
も
町
人
と
は
言
え
、
西
鶴
と
親
交
の
あ
っ
た
三
田
浄
久
の
祖
父
水
野
如
雲
が
福
島
正
則
に

仕
え
て
い
た
よ
う
に
武
士
の
家
系
で
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
松
尾
芭
蕉
が
蕉
門
に
許
六
他
地
方
の
武
門
に
あ
る
人
々
を
門

人
と
し
て
手
篤
く
し
た
の
も
宗
因
座
を
意
識
し
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
推
察
す
る
。
も
っ
と
も
、
岡
西
惟
中
や
松
尾
芭
蕉
に
西
鶴
を
見

下
し
た
言
が
あ
る
の
も
、
西
鶴
の
先
祖
の
家
系
は
武
家
と
し
て
は
哀
れ
な
末
路
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
が
西
鶴
武
家
物
の
歴
史

認
識
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
に
と
ど
め
た
い
⒃
。

い
ず
れ
に
し
て
も
西
鶴
の
蠢
動
期
に
は
検
証
す
べ
き
事
が
山
積
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

五
、
お
わ
り
に

提
起
し
た
俳
諧
師
西
鶴
の
軌
跡
の
検
証
は
俯
瞰
に
終
わ
り
、
蠢
動
期
の
再
検
証
も
確
証
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
今
後
の
研
究
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が
そ
の
穴
を
埋
め
て
く
れ
れ
ば
と
い
う
、
あ
る
意
味
無
責
任
な
挑
発
を
企
図
し
た
本
論
考
で
は
あ
る
。
特
に
、
西
鶴
浮
世
草
子
の
細
部
に

こ
だ
わ
っ
た
読
み
や
典
拠
探
し
も
限
界
を
見
せ
始
め
た
今
、
西
鶴
の
文
事
全
体
か
ら
個
々
の
作
品
を
読
み
直
す
、
い
わ
ば
様
式
論
的
な
解

明
方
法
も
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。
や
は
り
、
西
鶴
俳
諧
の
本
質
性
を
一
句
一
句
か
ら
再
精
査
す
る
必
要
性
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
そ
し
て
、
延
宝
年
間
前
後
の
談
林
俳
壇
を
盛
り
上
げ
た
、
三
都
と
地
方
俳
壇
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
も
最
高
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
課

題
を
提
示
し
て
終
わ
り
と
し
た
い
。

注⑴

天
理
図
書
館
編
『
図
録
西
鶴
』
一
九
六
五
年
刊
。

⑵

野
間
光
辰
著
『
西
鶴
年
譜
考
証
』
中
央
公
論
社

一
九
五
二
年
刊
。

⑶

江
本
裕
「
哥
仙
大
坂
俳
諧
師
か
ら
大
坂
歳
且
ま
で
」『
大
妻
国
文
』（
大
妻
女
子
大
学
国
文
学
会
）
第
十
六
号

一
九
八
五
年
刊

所
収
。

⑷

森
川
昭
「
延
宝
四
年
西
鶴
歳
且
帳
」『
文
学
』（
岩
波
書
店
）
一
九
七
五
年
刊

六
月
号

所
収
。

⑸

拙
稿
「
古
典
文
学
に
お
け
る
「
物
語
」
と
「
読
者
」
│
書
写
・
印
刷
史
を
視
座
と
し
て
│
」『
文
学
・
語
学
』（
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
）
第
二

二
七
号

二
〇
一
九
年
刊

所
収
。

⑹

注
⑵
に
同
じ
。

⑺

注
⑵
に
同
じ
。

⑻

拙
稿
「『
俳
諧
石
車
』
か
ら
み
る
元
禄
三
、
四
年
の
西
鶴
と
京
都
俳
壇
」『
俳
文
学
研
究
』（
京
都
俳
文
学
研
究
会
）
第
六
十
九
号

二
〇
一
八
年

刊

所
収
。

⑼

拙
稿
「
西
鶴
『
一
目
玉
鉾
』
と
「
海
の
道
」
│
島
国
文
化
と
し
て
の
視
点
か
ら
│
」
森
田
雅
也
編
『
島
国
文
化
と
異
文
化
遭
遇

海
洋
世
界
が
育

ん
だ
孤
立
と
共
生
』（
関
西
学
院
大
学
出
版
会
）
二
〇
一
五
年
刊

所
収
。

⑽
『
俳
文
学
大
辞
典
』（
角
川
書
店
）「
西
鶴
」
項
目
担
当
の
上
野
洋
三
氏
は
〔
俳
諧
入
門
〕
一
〇
代
半
ば
〜〔
新
風
樹
立
〕
漢
文
十
三
〜〔
絵
俳
書
刊

行
〕〔
失
教
俳
諧
創
始
〕〔
談
林
俳
諧
消
滅
〕〔
晩
年
の
憤
り
〕
と
し
て
俳
業
を
記
さ
れ
て
い
る
が
軌
跡
と
し
て
の
分
類
で
は
な
い
。

⑾

拙
稿
「
西
鶴
の
海
と
舟
の
原
風
景
〜『
西
鶴
大
矢
数
』
に
み
る
地
方
談
林
文
化
圏
の
存
在
〜
」
篠
原
進
・
中
嶋
隆
編
『
こ
と
ば
の
魔
術
師
西
鶴
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矢
数
俳
諧
再
考
』（
ひ
つ
じ
書
房
）
二
〇
一
六
年
刊

所
収
。

⑿

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
森
田
雅
也
代
表
「
地
方
談
林
俳
諧
文
化
圏
の
発
展
と
消
長
〜
西
鶴
の
諸
国
話
的
方
法
と
の
関
係
か
ら
〜
」
課
題
番
号

24520252

）
期
間：

平
成
二
四
│
二
八
年
度
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開
。

⒀

拙
稿
「
手
紙
の
道
。
遙
か
な
り
。
〜
地
方
俳
壇
と
物
流
網
が
織
り
な
す
書
簡
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〜
」『
文
学
・
語
学
』（
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
）

第
二
二
三
号

二
〇
一
八
年
刊

所
収
。

⒁
『
西
山
宗
因
全
集
』
第
五
巻
「
伝
記
・
研
究
篇
」（
八
木
書
店
）
二
〇
一
三
年
刊
。

⒂
『
西
山
宗
因
全
集
』
第
三
巻
「
俳
諧
篇
」（
八
木
書
店
）
二
〇
〇
四
年
刊
。

⒃

拙
稿
「
西
鶴
の
武
人
形
象
に
み
る
歴
史
認
識
〜
そ
の
敗
将
溢
美
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て
（
上
）〜
」『
日
本
文
芸
研
究
』
第
六
〇
巻
第
三
・
第
四
合
併

号
（
関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会
）
二
〇
〇
九
年
刊
。

※
本
稿
は
注
記
以
外
に
も
『
西
山
宗
因
全
集
』
全
六
巻
（
八
木
書
店
）
の
成
果
を
参
考
に
し
た
部
分
が
多
い
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

※
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
森
田
雅
也
代
表
「
上
方
文
壇
と
地
方
談
林
俳
諧
文
化
圏
と
の
繋
属
関
係
の
研
究

〜
海
川
・
物
流
網
を
視
座
と
し
て
〜
」
課
題
番
号17K

02480

）
期
間：

平
成
二
九
│
三
三
年
度
」
と
し
て
助
成
を
受
け
て
い
る
。

俳
諧
師
西
鶴
の
軌
跡

七
四


